
 

 

平成１６年３月期  第３四半期業績の概況（連結）     平成１６年１月２７日 

 

上場会社名 日本車輌製造株式会社 
（コード番号：７１０２ 

 東証・名証第１部） 
（ＵＲＬ http://www.n-sharyo.co.jp/）   
問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 松田 和久 （ＴＥＬ：（052）882－3316） 

責任者役職・氏名 総務部長    竹本 克彦 
 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
受注高の集計方法の最近連結会計年度に 
おける認識の方法との相違の有無 
 

： 有・無 

２．平成１６年３月期第３四半期までの業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年１２月３１日） 
 
（１）受注高             （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

セグメント 
 

期  間 

鉄道車両・ 
輸送用機器 
事   業 

建設機械 
事  業 

鉄  構 
事  業 

その他 
事  業 計 

 
１６年３月期第３四半期 

百万円 

19,594 
百万円 

11,415 
百万円 

9,638 
百万円 

3,582 
百万円 

44,231 

１５年３月期第３四半期 ― ― ― ― ― 

(参考)１５年３月期 40,469 13,345 17,258 11,573 82,647 
（注）「四半期業績の概況」を平成１６年３月期より開示のため、前年同四半期の数値は記載しており 
ません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（参考）受注残高 

セグメント 
 

期  間 

鉄道車両・ 
輸送用機器 
事   業 

建設機械 
事  業 

鉄  構 
事  業 

その他 
事  業 計 

 
１６年３月期第３四半期 

百万円 

72,371 
百万円 

2,295 
百万円 

20,732 
百万円 

5,420 
百万円 

100,819 

１５年３月期第３四半期 ― ― ― ― ― 

(参考)１５年３月期 79,969 1,907 23,756 6,614 112,246 
 
 
 
 
 
 

［受注高に関する補足説明］ 

 受注内容としては、鉄道車両・輸送用機器事業では、ＪＲ向け車両や公営・民営鉄道向け車両、

民生用バルクローリなどが主体で、建設機械事業では小型杭打機など、鉄構事業では、道路橋や

鉄道橋の架設や補修工事など、その他事業ではペットボトルリサイクル施設などであります。こ

の結果、全体の受注高は 44,231 百万円となりました。 

 なお、当第３四半期末の受注残高は、100,819 百万円となり、引き続き高水準であります。そ

の主な案件には、米国向け２階建て客車、台湾向け新幹線電車、東部丘陵線ＨＳＳＴ車両などが

あります。 



 

 

 
 
（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
 
該当事項はありません。 
 
 
３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成１５年４月１日 ～ 平成１６年３月３１日） 
 
前回公表（平成１５年１１月２０日）の予想と変わりありません。 
 
（参考） 
１６年３月の連結業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

 
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

1 株当たり 

予想当期純利益 

 
通 期 

百万円 

  87,000 
百万円 

   1,200 
百万円 

    550 
円   銭 

  3  80 

 
以 上 

 


